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（目的）
社会情勢の変化や技術の発展に的確に対応し、住民から期待される水準を充たす消防に係る知識及び技能の
効率的かつ効果的な修得を図り、適切公正、安全かつ能率的に業務を遂行できるよう愛知県消防学校等におけ
る教育訓練を受ける。
（概要）
１　愛知県消防学校消防職員教育１２名（初任科６名、救急科３名、警防科１名、初級幹部科１名、火災調査科１
名）
２　消防大学校専科教育１名（警防科１名）

他市町の実施状況
（近隣市町や先進都
市の状況等を具体的

に記載）

愛知県消防学校入校者予定数
瀬戸市消防本部・・・・・・１３人
尾張旭市消防本部・・・・１６人
豊明市消防本部・・・・・・１４人
尾三消防本部・・・・・・・・１６人

事業の名称 職員教育事業事業番号 110110110110

長久手市行政評価票

担当部署
部 課

消防本部 総務課

基本方針 (3)人がいきいきとつながるまち 分野別項目 　(10)住民を守る消防・救急サービスを充実する 施策の進め方 (1)消防体制の強化 フラッグ フラッグ項目

2,926 評価の見方
事業の対象

（だれ、何に対して）
　消防職員

う
ち

一般財源
1,008 2,258 2,371

総事業費

総事業費
（単位：千円）

H25予算 H25決算 H26予算 H26決算

0

事業期間 事業開始年度 ― 終了（予定）年度 ― 1,487
H27予算

事業の概要

1,487 1,008 2,258 2,371 2,926 現行どおり実施

0 0
事業の意図

（対象をどのような状
態にしたいか）

　消防に関する知識、技術を向上させる。

事業の改善

0 他事業と統合

その他 0 運営主体の見直し

地方債 0
国費・県費 0 0 0 0

0 0

0 事業の廃止の検討受益者負担額 0 0 0

単
位

成果指標の目標値
設定の根拠

4月～ 7月～ 10月～ 1月～
評価の説明H26実績 H26予算 H26決算 事業規模

H26目標値 H27予算 事業費

評価事業を構成する
事務事業

目的

対象
（だれ、何に
対して）

計画どおり実施できた。
次年度以降も積極的に各種課程をバラ
ンス良く修了し、職員スキルの適性向上
を図る。

愛知県消防学校等の初任、専
科等の教育課程を受講させる
ことで

13

H25予算 H25決算
H26決算の主な内訳
（単位：千円）

事務事業の
実施結果

成果 事業費（単位：千円） 評価

①
消防学校等教育訓
練

消防職員に

手段
（いつ、どのような手段を使って）

意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

成果指標
H25実績

1,008
初任科1,870
救急科185
警防科36
初級幹部科25
火災調査科21
消防大学校236

A
消防に関する知識、
技術を向上をさる。

初任科６名
救急科３名
警防科１名
初級幹部科
１名
火災調査科
１名
消防大学校
１名

平成２６年度愛
知県消防学校等
入校課程修了者
数

7

2,258 2,371

維持

13 2,926
維持

人
教育訓練計画に基づ
く入校者の修了

1,487

②

③

事務事
業の改
善内容

事務事業 改善内容（H27以降に実施する内容）

H27以降新
規に実施す
る事務事業

事務事業 事業概要

④

（１２名）


